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Ⅰ．はじめに 

 本学の給食経営管理実習室は 2022 年に新設さ

れ、今年度 4月から本格的な運用が始まった。旧

実習室では、給食調理学実習及び給食経営管理論

実習（以下給食実習）で大量調理の演習を行った

後、厚生労働省が示している大量調理施設衛生管

理マニュアル１）に従って調理台の洗浄・消毒作業

を行っていた。大量調理施設衛生管理マニュアル

には調理台の洗浄方法として①食品製造用水（以

下水）で 3回水洗いする②スポンジタワシに中性

洗剤又は弱アルカリ性洗剤をつけてよく洗浄す

る③水でよく洗剤を洗い流す④よく乾燥させる

⑤70％アルコール噴霧又はこれと同等の効果を

有する方法で殺菌を行うとある。 

しかし、本学の給食経営管理実習室はドライシ

ステムで設計されており、調理室内で水を流して

清掃できない構造になっている。施設を清浄な状

態に保つことは、衛生管理の観点から重要であり、

管理栄養士が給食管理業務を行う上でも欠かせ

ないことである。 

そこで、ＡＴＰ拭き取り検査法（以下ＡＴＰ法）

を用いて清掃後の清浄度を評価し、水で洗い流さ

ない調理台の清掃方法について検討することと

した。 

ＡＴＰ法は調理に使用する器機・器具のあるい

は手指の手洗い後に洗い残された食品残渣と微

生物全体を測定し、調理の工程管理のための検査

法として活用されている２）。ＡＴＰ法は現場で実

施できる技術であり、数十秒で結果が得られ、迅

速性がある。そのため、時間の限られた実習内に

おいて清浄度を評価し、汚染が確認された場合に

清掃のやり直しを指示することもできる。ＡＴＰ

測定機器と試薬が必要であるが、誰でも実施でき

るというメリットがある。ＡＴＰ量はＲＬＵ値と

して示される。ＡＴＰ法の特徴を図１３）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ ＡＴＰ法の特徴 
（文部科学省「調理場における洗浄・消毒マニュアル Part2」を一部改変） 



Ⅱ．方法 

１．測定期間 

 2022 年度に 2 年次科目の給食実習で実施した

大量調理演習（前期期間：6月から 7月、計 6回。

後期期間：10月から 12月、計 12回。）において、

ＡＴＰ法による清浄度検査を行った。 

 

２．測定箇所 

 ＡＴＰ法による拭き取り検査箇所は、４部屋の

調理台 5か所とした（汚染区域；①検収室、②下

処理室、非汚染区域；③主調理室（加熱前領域）、

④主調理室（加熱後領域）、⑤盛付室）。主調理室

には、加熱前の食材を扱う調理台と加熱後の食材

を扱う調理台があり、衛生的に区分けして使用し

ているため、それぞれを測定した。 

 

３．測定方法 

大量調理演習の終了後に、学生が清掃した箇所

について、ＡＴＰ法を実施した。 

 ＡＴＰ法には、ルミテスターPD-20と専用試薬

ルシパック A3 Surface（いずれもキッコーマン

バイオケミファ株式会社製）を使用した。測定箇

所の拭き取り方法については、測定機器の運用マ

ニュアル４）を基に実施した。学生が拭き取りを行

う際には、検査者によって拭き取りに差がでない

ように 10cm 四方の枠を作成し、その枠内を拭き

取って発光量（Relative Light Unit；RLU）を求

めた。 

 

４．清掃方法 

１）前期期間 

  大量調理演習の後、図２の方法で清掃を行っ

た。ノロウイルスによる汚染を防止するために

濃度 200ppm の次亜塩素酸ナトリウム水溶液に

よる消毒を行った。その後、清潔な不織布で水

拭きをし、台面を乾燥させた後に拭き取りを行

った。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）後期期間 

  実習室の掃除マニュアル（図３）を作成し、

清掃を行った後に測定した。本マニュアルは、

ＨＡＣＣＰの考え方を取り入れた衛生管理の

手引書（医療・福祉施設を対象とするセントラ

ルキッチン向け）５）を参考に独自に作成した。 

 

５．判定基準の設定 

 判定基準値は、ＡＴＰ測定機器メーカーが提示

している「推奨基準値」が参考になるが、予備実

験の値からこの数値をそのまま使用するのはふ

さわしくないと考え、蒲生６）の報告に従い、現状

に即した基準値を独自に作成した。調理台の判定

基準値は「きれい」（500RLU以下）、「汚れが残っ

ている」（501～5000RLU以下）、「汚い」（5001RLU

以上）とした。 

 

６．統計解析 

 前期と後期における清掃終了後の清浄度の差

を比較するため、各測定箇所のＲＬＵ値の中央値

の差を Mann-Whitney U検定により比較した。統

計解析にはＳＡＲＵ統計（Statistical Analysis 

with R for Unwise ）の分析ツールを使用し、有

意水準は 5％とした。

図２ 前期の清掃方法 



   

 

 

 

 

 

 

図３ 実習室の掃除マニュアル（一部） 

 

図４ 測定箇所ＲＬＵ値（中央値） 

 



Ⅲ．結果 

 各測定箇所の前期および後期におけるＲＬＵ

値の中央値を図４に示した。検収室調理台は前期

では 265、後期では 496 であり、値が増加した。

下処理室では前期 1364、後期 280、主調理室加熱

前領域では前期 1862、後期 684、主調理室加熱後

領域では前期 14876、後期 686、盛付室では前期

639、後期 205であり、この４つの測定箇所では前

期と比較し後期でＲＬＵ値が減少した。下処理室

と主調理室加熱後領域ではＲＬＵ値の中央値に

有意な差が認められた。 

 また、ＲＬＵ値が判定基準の 500以下「きれい」

を示した測定箇所は前期期間の検収室、後期期間

の検収室、下処理室、盛付室のみであった。 

 

Ⅳ．考察 

 本学の給食経営管理実習室における清掃方法

の違いによる清浄度をＡＴＰ法により評価した。

前期と後期における清掃終了後の清浄度に差が

あったかをＲＬＵ値の中央値で比較した結果、下

処理室と主調理室の加熱後領域では値が減少し、

有意差が認められたが、その他の測定箇所につい

ては有意な差は認められなかった。また、検収室

では後期にＲＬＵ値の中央値が増加した。 

前期の清掃方法では、次亜塩素酸ナトリウム水

溶液を用いた。次亜塩素酸ナトリウム水溶液はノ

ロウイルスには効果的とされるが、金属腐食性が

あり注意が必要である。また、次亜塩素酸ナトリ

ウム水溶液による清拭だけではＲＬＵ値が 1000

以上の場所が多くみられた。これらのことから、

後期の授業では清掃方法を変更し、独自に実習室

の掃除マニュアルを作成し測定した。掃除マニュ

アルでは、調理台を中性洗剤でこすり洗いした後、

洗剤分をすすぎ拭きする方法を指示したが、洗剤

分を十分に拭き取れていない学生が散見された。

予備実験の際、洗剤分の拭き残しがある調理台で

はＲＬＵ値が 1000 を超えたが、再度拭き上げを

すると、500 以下になった。実習を重ねる毎にＲ

ＬＵ値が 500 以下になる回数が増えたことから、

本掃除マニュアルによる方法で清浄度を保つこ

とができるのではないかと考えられた。ＡＴＰ測

定後、ＲＬＵ値が 500以上だった場合には、再度

掃除のやり直しを指示させることも必要だと思

われる。また、各実習回でそれぞれの部屋の清掃

を担当する学生が異なり、測定値にばらつきがあ

ったことから、岡本らの報告７）にもあるように、

学生に対する清掃方法の指導を徹底することが

重要になると考えられる。限られた実習時間の中

で衛生管理に関する知識と技術を向上させるた

めに本研究結果を今後の学生指導に活用したい。 

利益相反 利益相反に相当する事項はない。 
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